
平成24年度 長野県の移住・交流施策
Ⅰ．長野県の取り組み

東京観光情報センターへ移住専門相談員を配置し、毎日の相談対応や情報発信
Ｕ・Ｉターン相談とのワンストップ化１．首都圏へのワンストップ拠点の設置

２．長野県の魅力発信
ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターへ長野県ブースを設置するとともに、セミナーやＨＰで情報発信
田舎暮らし「楽園信州」推進協議会による広報宣伝活動、楽園信州ＨＰのリニューアル

３．移住者受入体制の整備
県観光部へ田舎暮らし案内人を引き続き設置

市町村への円滑な引き継ぎマニュアル作成、市町村職員スキルアップ研修開催、移住相談ハンドブック作成

４．移住の事前・事後フォロー体制整備
県内の移住者を「移住アドバイザー」として委嘱し、移住者・希望者への相談を実施

長野県観光部観光企画課

移住のサポートや地域づくりなどに取り組んでいる民間団体とネットワーク構築し地域の情報を発信

Ⅱ．平成24年度の長野県の移住・交流施策の予算について
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１．首都圏へのワンストップ拠点の設置

東京観光情報センターへ

移住専門相談員を設置

・移住専門相談員による相談、情報発信

・Ｕ・Ｉターン相談とのワンストップ化
3,801

ふるさと回帰支援Ｃとの連携 ・ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターへブース設置 3,000

セミナー、相談会開催
・市町村と共同で移住セミナーを開催（協）

・各種相談会や農業人フェア等を活用した相談（協）

1,000

ガイドブック、パンフレットの活用
・県の情報を網羅した「移住ガイドブック」の作成（協）

・楽園信州パンフレットによる情報発信（協）

ホームページの活用 ・楽園信州ＨＰをリニューアルし内容を充実（協） 1,458

メールマガジンの活用
・「週刊信州」による情報発信（毎週木曜日）（企画部）

・日本のふるさと『信州通信』による情報発信（東京事務所）

移住希望者登録制度 ・移住希望者を登録する「楽園信州倶楽部」創設（協） 0予算

既存のバブリシティの活用 ・移住を取り扱う雑誌などを活用した情報発信 0予算

２．長野県の魅力発信

３．移住者受入体制の整備

４．移住者ネットワークの構築と移住者・希望者のサポート

田舎暮らし案内人設置 ・観光部への田舎暮らし案内人の設置 3,262

市町村の受入体制整備を支援

市町村へ引継ぎを行う際
のマニュアルづくり

・「市町村への円滑な引き継ぎマニュアル」の作成
移住相談が円滑に進むように、取組方針、支援策、
受入体制、生活環境などを１市町村１枚で作成

300

市町村職員のスキルアッ
プ支援

・移住・交流担当職員設置を働きかけ（協）
・市町村職員対象の「スキルアップ研修会」の開催（協）

移住者を引きつける地域のＰＲ方法を専門家から学習
田舎暮らし案内人や先進市町村が培ったノウハウを伝授

・「移住相談業務ハンドブック」作成と情報共有（協）
田舎暮らしを失敗させないポイント、不動産の情報提供
に係る留意点、相談トラブルの回避方法など

「楽園信州」推進協議会
加入市町村へのサポート

・楽園信州ホームページへの情報掲載と情報発信（協）
・楽園信州パンフレットへの情報掲載（協）
・移住セミナーの共同開催（協）
・移住・交流推進機構（ＪＯＩＮ）への参加（協）

県として一括して加入し、各市町村がＨＰに情報掲載

移住の事前・事後のフォロー
体制の整備

・移住アドバイザーの設置と移住者への相談対応
受入体制が不十分な市町村における相談対応支援

・民間団体とのネットワーク構築による地域情報の発信
0予算

平成24年度予算案 13,371千円（平成23年度予算額 4,255千円）

（千円） （千円）



田舎暮らし「楽園信州」推進協議会の活動強化について

現 行 の 体 制 改 組 後 の 体 制

組織体制

事業内容

予算規模

会員構成

会長
観光部観光企画課長

監事（H23）
飯山市いいやま住んで
みません課
立科町町づくり推進課

賛助会員（３）
名誉会長

会長 長野県知事

監事 ○○市町村

副会長（H23）
東御市商工観光課長
原村総務課長

正会員（４０） 運営委員長 観光部長

運営委員
市町村、民間団体代表

事務局長 観光部長（兼務）

副会長
○○市長（市長会）
○○町村長（町村会）

正会員 賛助会員

長野県観光部観光企画課
38市町村（13市、12町、13村）
信州・長野県観光協会

信濃毎日新聞社
八十二銀行
長野県宅地建物取引業協会

移住に関係する様々な分野の団体に、正会員としての加入を呼びかけ

長野県観光部

市町村（77市町村加入に努める）

信州・長野県観光協会

経済団体、農業団体、旅行会社、建

築団体、不動産団体、交通機関、金融

機関、報道機関、交流推進団体 など

平成23年度予算額 1,550 千円

収入
内訳

長野県負担金
市町村負担金（市：1万円、町村：5千円）
繰越金、雑収入

１,０００千円
２５５千円
２９５千円

平成24年度予算要求額 6,768 千円

収入
内訳

長野県負担金
市町村負担金（市：3万円、町：2万円、村：1万円）
繰越金

５,７５８千円
７６０千円
２５０千円

事業の種類 事業内容

ふるさと回帰支援Ｃ連携
ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援センターへブースを設置
するとともに、セミナーやホームページで情報発信

楽園信州ホームペー
ジ整備事業

信州の魅力溢れる移住情報を効果的に発信するた
め、ホームページを大幅にリニューアル

広報宣伝事業
ふるさと回帰フェアへの出展をはじめ、移住フォーラ
ムやセミナーの開催による情報発信
新・農業人フェア等のイベントを通した長野県のＰＲ

移住者受入体制の
整備

移住希望者を登録する「楽園信州倶楽部」創設
市町村職員を対象とした「スキルアップ研修」開催
「移住相談ハンドブック作成と市町村との情報共有

移住・交流推進機構（ＪＯＩN）へ参加し、専用ホーム
ページを活用した広報や地方交流会を開催

名誉会員
文化・経済人
スポーツ界

正 会 員

運営委員会

事務局長
観光部観光企画課
企画調整班長

事務局：観光企画課

長野県観光部観光企画課

【趣旨】長野県への移住者や交流人口を拡大するため、会長を知事とし、事業についても大幅な拡充を図ることで、現行の協議会の推進体制を拡大改組し、市町村、
民間団体、県による強力な連携・推進体制を構築する。

事業の種類 事業内容

ふるさと回帰支援Ｃ連携

楽園信州ホームペー
ジ整備事業

ＨＰの整備、管理画面修正、レンタルサーバー活用

広報宣伝事業
ふるさと回帰フェアへの出展（１回）
観光物産展、新・農業人フェア等のイベントを通した
移住先としての長野県のＰＲ

各種団体連携事業
移住・交流推進機構（ＪＯＩN）へ参加し、専用ホーム
ページを活用した広報や地方交流会を開催
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新


